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プ ロニ ス ワ フ ・ピウス ツ キの不 本 意 な旅 路

井 上 紘0*

 プ ロニ ス ワ フ ・ピウス ッキ は,1866年11月2日,リ トワニ ア に生 ま れ,1918年5月

17日(推 定),パ リに て 自殺 を 遂 げ た。 彼 は この間 に,リ トワニ ア か らペ テル ブル グ

へ ・ ペ テ ル ブル グか らは オ デ ッサ,ス エ ズ運 河 を 経 て サ ハ リン(樺 太)島 へ
,そ の後

は 日本 に一 時 滞 在 した 後,太 平 洋,北 米 大 陸,大 西 洋 を横 断 して 懐 か しの祖 国 ポ ー ラ

ン ドへ帰 着 す る とい う形 で,東 回 りの世 界 一 周 を 「ほ ぼ」果 た して い る[井 上1983a]
。

こ こで 「ほ ぼ」 と付 記 す るの は,以 下 の理 由 に よ る。

 当 時 の ポ ー ラ ン ドは,ロ シア,プ ロ イセ ン,オ ー ス トリア三 国 によ って分 割 され て

お り,ピ ウス ッ キが 世界 周 航 の果 て に辿 り着 いた の は,オ ース ト リア領 の ポ ー ラ ン ド

(ガ リツ ィア)だ った の で あ る。 彼 はそ の後 も,ロ シア領 に編 入 され て いた 故 郷 の リ

トワニ アは お ろ か,ワ ル シ ャワへ す らも出 向 いた 形 跡 が な い。 従 って,リ トワニ ア に

発 した 彼 の旅 は ガ リツ ィア で終 わ り,ポ ー ラ ン ド内を 走 る ロ シア とオ ー ス トリアの 国

境 が,彼 に世 界 一 周 の完 遂 を断 念 させ る結 果 とな った の で あ る。 ピウス ッ キ は望 郷 の

思 いを胸 に秘 めて,ひ た す ら東 へ 向 か って歩 き続 けた 旅 人 で あ った 。 も しも地 球 が丸

いな ら,彼 は 出発 地 へ戻 れ た筈 で あ るの に,彼 に と って は 地 球 が 決 して 「丸 く」 は な

か った の で あ る。

i. リ トワ ニ ア に て

 第 三 次三 国 分 割 下 で 最大 か つ最 後 のポ ー ラ ン ド蜂 起(1863年)の 硝 煙 も い まだ 消 え

や らぬ 頃,リ トワニ アの首 都 ヴ ィ リニ ュス の北 東60キ ロに あ るズ ー ウフ の荘 園 にお い

て プ ロニ ス ワフ は瓜 々の声 を あ げた 。父 親 は ユ ゼ フ ・ヴ ィ ンツ ェ ンテ ィ ・ピ ョ トル ・

ピ ウス ツ キ,母 親 は ビル レヴ ィチ家 よ り嫁 い だ マ リア ・ピ ウス ツ カ。 プ ロニ ス ワ フは

第 三 子 の 長 男 で あ り,正 式 には プ ロニス ワ フ ・ピ ョ トル と命 名 され た 。翌1867年 には,

弟 ユ ゼ フ ・ク レメ ンス が 誕生 して い る。 この年 子 の 弟 は後 に ポ ー ラ ン ドの国 家 再興 に

挺 身 し,1918年 に はそ れ を 成就 させ た 人物 で あ る。 ユ ゼ フ は第 一 次 大戦 後 も 「ピウス

ッ キ元 帥」 と して世 界 中 に そ の令 名 を 轟 かせ,ヒ トラ0,ム ソ リー二,フ ラ ンコ に伍
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して 欧州 の4独 裁 者 の0人 に列 せ られ た事 もあ った[井 上 1983b:24;木 村 1961:

346]。

 そ もそ も ピウス ッ キ家 は 由緒 正 しい リ トワニ ァ士 族(シ ュ ラ フタ)の 家柄 で,母 マ

リア の実 家 も リ トワニ ァ の 名門 ビル レヴ ィチ家 だ った か ら,世 が世 な れ ば プ ロニ ス ワ

フ に は何 不 自由 な い暮 ら しが約 束 され て い た筈 で あ る。 しか る に隣…国 の三 列 強 に よ っ

て国 を奪 わ れ た ポ ー ラ ン ドは疲 弊 し,あ ま つ さえ 度 重 な る蜂 起 の 結 果,国 土 は荒 廃 の

極 み に達 して い た 。作 家 東 海 散 士(柴 四郎)は この ポー ラ ン ドの 惨 状 を 『佳 人 乃奇

遇』 で共 感 を込 め て 活写 して い る。 ピウス ツ キ家 も例 外 で はな か った 。 父 ユ ゼ フは

1863年 の蜂 起 に地 方 指 導 者 の 一 人 と して参 加 し,そ の真 直 中 にマ タ イ トコで あ る マ リ

ア と秘 そ や か に結 婚 式 を 挙 げ た の で あ るが,近 親婚 の故 に特 赦状 を得 る た め奔 走 せ ね

ぱな らな か った と伝 え られ る。蜂 起 が鎮 圧 され るや,ユ ゼ フは妻 の相 続 地 ズ ー ウ フ に

身 を 隠 し,農 園 の経 営 に 当た った[井 上 1983b:30-31;CiARLICKI l979:11-12;

J昇DRzEJEwIcz l977:15;sIERoszEwsKI 1921:vIII-Ix]。 ズ ー ウ フ は農 地 と森

林 を併 せ る と3万 工 一 カ ーの荘 園 で,平 家建 て の屋 敷 の 切 妻 正面 は,白 塗 りの 柱 が古

典 様 式 の ペ デ ィ メ ン トを支 え る瀟 洒 な 構 え で あ った。 この 木造 の母 屋 に は食 堂,寝 室,

サ ロ ン,ビ リヤ ー ド室,読 書 室 な ど部 屋数12を 数 え,そ の他 に玄 関 ホ ール,廊 下,食

器 室,食 料 庫 も備 わ って い た。 母 屋 の す ぐ裏 に は別 棟 で 炊事 場 と貯 蔵 庫 が 立 ち並 び,

母 屋 の 左 手 に続 く堂 々 と した菩 提 樹 の 並木 の外 れ に は来 客 と使 用 人 の た め の 離 れ が建

って いた 。 荘 園 に は さ らに,美 しい木 立 ちに池 を配 した庭 園 もあ って,子 供 た ちの 格

好 の 遊 び 場 とな った 。屋 敷 のす ぐ裏手 には松 や 縦 の欝 蒼 と茂 る広 大 な森 林 が 迫 り,時

と して 熊 が迷 い 出 た と言 う[PExCZYIVSKA 1934:142-144。 この 論 文 に は6葉 の写

真 が 掲 載 さ れ て い る。HUMPHREY l936:18-19;LANDAU l930:15-16;PAT-

TERsoN  l935:22-23]o

 農 学 を修 め て い た ユ ゼ フ は,水 を得 た魚 の よ う に,こ こで 多 角 的機 械 化 農 業 の 実践

に乗 り出 し,つ ぎ か らつ ぎへ と醸造 工 場,酒 倉,酵 母工 場,蒸 気 製粉 所,松 根 油 工 場,製

材 所 な ど を開 業 す る も,い ず れ も経 営 不 振 に陥 り,負 債 は 募 る一 方 で あ った。 しか し

な が ら,父 親 の 理 念 の所 産 で あ る これ らの工 場経 営 は,そ れ を至 近 距 離 で観 察 した プ

ロニ ス ワ フ に機 械 に対 す る 関心 と進 取 の 気性 を育 てな か った だ ろ うか 。 また 父 親 は折

りにふ れ て趣 味 の ピアノ を家 族 に弾 いて 聞 かせ た と言 う。 プ ロニ ス ワ フが 後 に サハ リ

ンで立 証 した 「耳 の 良 さ」 も父 の ピアノ の お蔭 で はな いか と思 われ る[HUMPHREY

1936:20;PATTERsoN l935:20;SIERoszEwsKI 1921:IX]。

 ズ ー ウ フで は年 子 の弟 ユ ゼ フ に続 い て,3人 の 弟 妹 が 相 継 い で誕 生 し,都 合7人
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(女3,男4)の 子 供 た ち の養 育 は専 ら母 親 の 手 に委 ね られ た ら しい。弟 ユ ゼ フは後

に,母 マ リア か ら受 けた教 育 につ いて次 の よ うに語 って い る。

 「私 た ちの母 は不 屈 の愛 国者 で,蜂 起 の失 敗 が もた ら した苦 痛 と絶 望 を私 た ちに敢

え て隠 そ う と しな い ばか りか,ま さに わ が 国 の敵 との さ らな る戦 い の必 要性 を力 説 す

る教 育 を行 った。 私 た ちが幼 少 の頃 よ り,母 は わ が国 の偉 大 な詩 入 た ちの作 品,そ れ

も特 に禁止 され て い る作 品 を語 って 聞 か せ,ポ ー ラ ン ド語 の書 物 だ け を買 って くれ た。

わ が国 の 大 詩人 の うちで 母 が最 も愛 した の は,ク ラ シ ンス キだ った。(中 略)母 は私

た ち に 自立 した 思考 力 を 培 い,個 人 尊 厳 の 感覚 のS養 に努 め た 。 この感 覚 は私 の 心 中

で 後 に,次 の よ うに定 式 化 され て い った 。"人 間 と呼 ぶ に 値 す る の は,確 か な信 念 を

持 ち,そ れ を 結 末 に こだ わ る 事 な く 行動 に 移 す の に 成 功 す る 者 だ けで あ る。"」

[PlxSUDSKI, J. 1931:11-12ユ

 兄 プ ロ ニス ワ フ も同 じ愛 国教 育 を 体 験 した筈 で あ る。マ リア は これ らの禁書 を 自分

だ け が知 る場 所 に秘 匿 して い た。 国 禁 書 の所 持 は,も し も発 覚 す れ ば シベ リア流 刑 と

相 場 が 決 ま って い た か らで あ る。 マ リアは 幼 い 子供 た ちを 集 め て は,禁 書 を朗 読 す る

の を常 と して いた 。 その レパ0ト リー に は ポ ー ラ ン ドの栄 華 を 印 した 偉人 ・王 侯 列 伝

や,ポ0ラ ン ド蜂起 の英 雄 で アメ リカ独 立 戦 争 に も参 加 して 武 勲 の あ った,リ トワニ

ア生 まれ の コ シ チ ュー シコの 話 な ど が含 ま れ た が,就 中マ リア は ポー ラ ン ドの 三 大 詩

人(ク ラ シ ンス キ,ス ウォヴ ァ ッキ,ミ ッ キ ェ ヴ ィチ)の 詩 を 力 を 込 め て朗 詠 した。

だ が,そ の途 中で来 客 を 告 げ る馬 車 の鈴 が 響 くか,見 知 らぬ人 の来 訪 が あ る と,こ の

さ さや か な 「陰 謀」 は即 座 に中止 とな り,国 禁 書 は素 早 く元 の 場 所 に しまわ れ る のだ

った[HuMPHREY l936:24;PATTERsoN l935:23]。 ユ ゼ フ ・ピウス ツ キ の伝 記

作 家ハ ンブ リ0は マ リァの 躾 が とて も厳 しか っ た事 を次 の よ うに伝 え て い る。 子 供 た

ち は 「例 え誰 で あ ろ うと も,人 を 自分 よ り劣 る者 と見 て は な らなか った 。使 用 人 に は,

子 供 た ち が礼 儀 正 しく頼 ま な い 限 り求 め る もの を渡 して は な らぬ と 申 し付 け て あ った。

長 男 の プ ロニ ス ワ フは生 真 面 目な少 年 で,勉 強 にの み 興 味 を示 した。 ズ ー ラ と愛 称 さ

れ た ゾ ー フ ィ ア と ジ ュー ク と い う愛 称 のユ ゼ フ はな か で も最 も活 発 で,大 の仲 良 しだ

った」[HUMPHREY 1936:22]。 もの 静 か で心 や さ しい プ ロニ ス ワ フ と敏 捷 果 敢 で

統 率 力 に恵 ま れ た弟 ユ ゼ フの性 格 の違 い は幼 時 よ り歴 然 と して お り,プ ロニ ス ワ フの

人 格 形成 と生 き ざま の選 択 を考 え る さい に は充 分 留 意 す る 必 要 が あ る[井 上 1986:

29]。

 子 供 た ちが成 長 す る と,一 人 のス イ ス女 性 が住 込 みの家 庭 教 師 と して 雇 わ れ た 。彼

女 は子 供 た ちに フ ラ ンス語 と ドイ ツ語 の手 ほ ど きを した。 け だ し,こ の 時代 の ピウス

                                     47
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ツキ 家 ほ ど の資 産 家 な らば,そ れ は ど こ にで も見 られ た 事 で あ る。 しか しな が ら,ポ

0ラ ン ド語 を母 語 とす るプ ロニ ス ワ フの最 初 に学 ん だ外 国語 が
,同 じス ラヴ系 の ロ シ

ア語 で な くて,仏,独 語 だ った の は,特 筆 して お く必 要 が あ る と思 う。 この学 習体 験

は,後 に サハ リ ンで未 知 の言 語 を独 力 で 学 び始 め た時 に,か な り役 立 った と考 え られ

るか らで あ る。

 ズ ー ウフ に お け る ピ ウス ツ キ家 の生 活 は,上 述 の よ うな父 親 の事 業不 振 が あ ったに

せ よ,両 親 が幼 い子 供 た ち に囲 まれ て 団 藁 を楽 しむ,曲 が りな り に も幸 せ な家 庭 の そ

れ で あ った ろ う。 しか し,幸 福 は永 くは続 か なか った。

 1874年7月4日,両 親 や 使 用人 が 出 払 って,子 供 た ち だ けで 留 守 番 を して いた ズ ー

ウフ に火 事 が発 生 したの で あ る。 折 りあ しく吹 き荒 れ た南 東 風 が,火 元 の貯 蔵 庫 か ら

母 屋 へ と火 の手 を延 ば し,み るみ る内 に,母 屋 の 北 側 に位 置 す る新 築 中 の別 館,刈 り

入 れ た ばか りの穀 物 を 積 み 上 げ た納 屋,製 粉 所,そ して その 他 の工 場 まで 焼 き尽 くし,

さ らに は付 近 の森 林 す らも数 キ ロに わ た って延 焼 させ て しま った 。母 屋 の 周 辺 で焼 け

残 った の は,風 上 にあ って しか も母 屋 とは並 木 で 隔 て られ た 離 れ と,皮 肉 な 事 に母 屋

に最 も近 い炊 事 場 だ け で あ る 。父 親 は,注 文 して あ った大型 ボ イ ラーを 引取 るた め に

30人 の男 衆 を連 れ てヴ ィ リニ ュスへ 出掛 け て いた の で,消 火 は お ろ か,家 財道 具 を運

び 出 す人 手 に も不 足 す る有 様 で,焼 死 者 の 出な か ったの は不 幸 中 の幸 いで あ った。 か

くして ピ ウス ツ キ家 は着 の身 着 の儘 で 焼 け出 され て しま った訳 で あ る。 暫 くは延 焼 を

免 れ た 離 れ に避 難 した もの の,結 局,一 家 は首都 ヴ ィ リニ ュスへ 引 っ越 す 事 に な った

[HuMPHREY l936:25;J恩DRzEJEwlcz l977:18;PATTERsoN l935:25;

PExCZYﾑSKA l934:144-145;SIERoszEwsKI l921:IX-X]。

 10世 紀 以 来 の歴 史 を持 つ 古 い都 会 ヴ ィ リニ ュ ス に は,ゲ デ ィ ミナス 王 朝 が14世 紀 に

こ こを首 都 に定 め て以 降 陸 続 と造 営 され て きた ゴ チ ック,新 古 典,ル ネ ッサ ンス,そ

して最 も多 いバ ロ ック風 の 建 造 物 が 軒 を 連 ね て お り,町 全 体 が 建 築 史 の 博物 館 の よ う

な観 を 呈 して い る。 も し町 を一 望 の も と に見 下 ろす 丘 に 立つ な らば,「 寺 院 の町」 の

異 名 通 り,カ ト リック,ギ リシ ャ正 教,ユ ダ ヤ教 の 寺 院 の 円塔 や 尖 塔 が所 狭 しと林 立

す る のを 見 い だ す で あ ろ う。 こ こは ま さに 「西 と東 の 出会 う と こ ろ」 な の であ る。

そ の こ とは住 民 の民 族 構 成 に も窺 う事 が で き た。 こ こで は ポ ー ラ ン ド人, リ トワニ

ア人,ユ ダ ヤ人,白 ロ シ ア人,タ タ ー ル人 の上 に ロ シア人 が 君 臨 して い たの で あ る

[HuMPHREY l936:26;PATTERsoN 1935:26-27]。

 8歳 の プ ロニ ス ワフが ヴ ィ リニ ュス に転 居 して きた 頃 は,ロ シア化 政 策 が 進捗 し,

多 くの カ ト リック教 会 が ロ シア正 教 会 の看 板 を 掲 げ,あ る寺 院 は ロ シア軍 の将 校 用 賭
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博場 へ,ま た 由緒 正 しい修 道 院 は兵 営 へ と変 身 して い た。 宮 殿 も例 外 で な く,壮 麗 な

装 飾 は取 り外 され て監 獄,病 院,政 庁 と して利 用 さ れ て い た。劇 場 も閉鎖 され,街 路

には至 る と ころ 「ポ ー ラ ン ド語 の 使 用 を 禁 ず 」 との布 告 が掲 げ られた[HUMPHREY

1936:26-27;RADDEwAY 1939:12]。 ズ ー ウ フ の片 田舎 で 両 親 の手 厚 い保 譲 の も

とに ポ ー ラ ン ド文 化 を 享 受 して きた プ ロニ ス ワ フ の 目に は,こ の む くつ け き 「ロ シ

ア」 が どの よ うに映 ったで あ ろ うか。 それ は と もか く,彼 を 取 り巻 く社 会 的 環 境 は こ

こで一 変 した の で あ る。

 ピ ウス ツ キー 家 は ユダ ヤ人 地 区近 くの 中 流家 庭 用 アパ ー トに入居 した。 残 され た 写

真 に よ る と,こ の アパ ー トは二 階建 て の 棟割 り長 屋 の一 隅 を 占め,上 下 階 を併 せ て も

恐 ら くは5部 屋 に満 た な いで あ ろ う。 こ こに親 子9人 が寝 起 きを始 め た訳 で,ズ ー ウ

フの屋 敷 とは雲 泥 の差 で あ る[HUMPHREY l936:27]。 母 マ リア は蒲 柳 の 質 に もか

かわ らず,こ こで も相 継 いで さ らに5人 の子 供 を 出産(双 子 の末 っ子 は命 名 を 待 た ず

に死 亡),さ な き だ に逼 迫 した一 家 の経 済 は一 層 苦 し くな って い った。 そ のた め も あ

ろ うか,一 家 は転 々 と転 居 を 重 ね て い くが,興 味 深 い こ とに,「 広 い面 積 を 占め るユ

ダ ヤ人 居住 区 か ら遠 く離 れ る こ とは決 して な か っ た」[REDDAWAY l939:11]。

 1877年9月,10歳 を 迎 え た プ ロニス ワ フは年 子 の弟 ユ ゼ フ と と もに,ヴ ィル ノ第 一

高 等 中学校(ギ ム ナ ジ ウム)へ 揃 って入 学 した。 これ は ロ シ ア人 教 師 が ロ シァ語 で 教

え る,い わ ゆ る ロ シア ・ギ ムナ ジ ウムで あ るが,高 等 教 育 を志 す ポ ー ラ ン ド人 子 弟 は,

も しも国外 へ留 学 で も しな い 限 り,こ こで学 ぱ ざ るを え な い仕 組 み に な って い た 。無

論,「 一 人 の 皇 帝,一 つ の信 仰,一 つ の言 語 」 を 強 要 す る ロ シア化 政 策 の 「成 果」 で

あ った[HuMPHREY 1936:28;PATTERsoN l935:28;REDDAwAY l939:12]。

例 え ば,ミ ツ キ ェ ヴ ィ チ,ス ウォ ヴ ァッキ とい った 詩 人 も学 ん だ,輝 か しい伝 統 を誇

るス テ フ ァ ン ・バ トー リ大 学(ヴ ィ リニ ュ ス大 学)は,1831年 の蜂 起 の 後 で 閉 鎖 さ れ,

ゴ チ ック,バ ロ ック,ロ コ コ,古 典 様 式 の建 造 物 の メ ドレー と して名 高 い建 物 だ け が,

ロ シア ・ギ ム ナ ジ ウ ムの校 舎 と して使 用 さ れ て いた 。 他 な らぬ この ギ ム ナ ジ ウム ヘ ビ

ゥス ツ キ兄 弟 は入 学 した の だ った[Plx$UD$KI, J.1931:lo]。 だ か ら,妙 な 巡 り合

わ せ だ が,プ ロ ニス ワ フは これ ら愛 国 の詩 人 と 「同窓 」 と言 う こ とに な る。

 ギム ナ ジ ウム で は,ロ シア語 で 教 育 が行 わ れ るだ けで は な か った。 ポ ー ラ ン ド語 を

一 語 で も発 す る と処 罰 され るば か りか
,祝 祭 日 に は カ トリッ ク教 徒 の生 徒 を ロ シァ正

教 会 へ赴 かせ,ロ シア皇帝 の た め に ロ シア語 で祈 祷 を 行 う事 ま で も強 制 した の で あ る

[REDDAwAY l939:12]。 カ リキ ュ ラム に は宗 教,ロ シア語 ・ロ シア文 学,論 理 学,

ラテ ン語,ギ リ シャ語,数 学,物 理 学,歴 史,地 理,(選 択)ド イ ッ語 か フ ラ ンス語
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と い った教 科 目が あ った[JEDRzEJEwlcz 1977:32-33,通 信 簿 に記 載 の順 序 通 り]

が,恐 ら く,宗 教 と歴 史 の時 間 が最 も苦 痛 で あ った ろ う。 ポ ー ラ ン ドの宗 教(カ トリ

ック)と 歴 史 の教 育 は,母 マ リアが 引 き続 いて 家 庭 で行 った。

 1922年,ワ ル シ ャ ワで ユ ゼ フ ・ピウス ッ キ陸 軍 大 臣 と会 見 した新 渡 戸 稲造 は,そ の

会 見録 を 自著 『偉 人 群 像 』 に収 めて い る。 大 臣(つ ま りプ ロニ ス ワフ の弟 ユ ゼ フ)は

そ こで,恐 ら く自 らの体 験 に基 づ い て,ポ ー ラ ン ドの歴 史 を守 る女 性 の役割 を 以 下 の

よ う に高 く評 価 す るの で あ る。

 「左 様,記 憶 力 の弱 い輩 の 中 に は,国 を忘 れ た 者 もあ りま した らう,殊 に ポ ー ラン

ドの歴 史 も文 学 も,言 語 も圧 政 的 政府 の た め に消 え 失 せ ん と した こ と もあ りま したか

ら。 そ こに ゆ く と婦 人 の 力 は偉 い もの で あ りま す 。女 性 は大 体 保 守 的 で あつ て,執 着

の念 が 深 い か ら,学 問以 外 の力 を 以 て歴 史 を保 存 して くれ ま す。 ポ ー ラ ン ド語 を 学 校

で 禁 じて も,家 に あつ て は母 が 故 国 の言 葉 で 話 を して くれ,昔 噺 も,子 守 歌 も,ポ ー

ラ ン ド語 で して くれ るか ら,無 意 識 に ポ ー ラン ド魂 が 胸 中 に植 ゑ られ て これ が潜 在 意

識 とな り,記 憶 の根 底 を作 り,成 長 す る と共 に,こ の魂 も深 ま る」[新 渡戸 1935:

133]。

 ポ ー ラ ン ド女 性 の指 南 よ ろ しきを得 て育 まれ た ピ ウス ツキ兄 弟 の ポ ー ラ ン ド魂 は,

次 第 に外 へ 向 け て,理 不 尽 な ロ シア支 配 か ら 自 らを 衛 る社 会 的活 動 へ 向 けて,胎 動 し

は じめ た 。 これ に は ロ シァ ・ギ ム ナ ジ ウムの 教 育体 制及 び教 育 それ 自体 が,優 れ た

「反 面教 師」 とな って い るが,片 鱗 は既 に述 べ て あ るか ら,深 入 りは避 ける。 それ よ

り も彼 らが何 を な したか の方 が,こ の さ い は重 要 と考 え る か らで あ る。

 ま ず第0に は,ス プ ー イニ ャ(ポ ー ラ ン ド語 で 団結,結 合 を 意 味 す る)と 称 す る学

習 サ ー クル の結 成 を挙 げね ば な るま い。

 1882年 の春,中 学5年 生 の プ ロニ ス ワ フ とユ ゼ フは友 人 の ヴ ィ トル ト・プ シェガ リ

ンス キ と語 らい,学 校 当局 や 警 察 が所 持 も閲 読 も厳禁 して い る書 物 を 読 む事 を通 じて,

「視 野 を広 げ,愛 国 の気 運 を 堅 め か つ深 め る」[PoB6G-MALINOWSKI 1935:45]た

め にス プ イ ー ニ ャを発 足 させ た の で あ る。 初仕 事 は各 自 の蔵 書 を プ シ ェガ リンス キの

部屋 に持 ち寄 って,非 合 法 図 書 館 の開 設 で あ った 。初 代 の議 長 に はプ シ ェガ リ ンス キ

が な るが,ほ ど な くプ ロニ ス ワ フが二 代 目 に就任 した。 ユ ゼ フ は 当初余 り熱 心 な会 員

で は な か った。 蔵 書 数 が 増 え る と,図 書 館 は ピ ウス ツ キ家 に移 され た 。1年 後 の1883

年2月 に は,月 額50コ ペ イ カを 納 め る会 員 が16名 に増 え る が,殆 どは公 教 育 に も家 庭

教 育 に も飽 き足 らな くな った ヴ ィ リニ ュス の 中学 生 で あ る。 活 動 が軌 道 に乗 って くる

と,ペ テ ル ブル グの 学 生 革 命 組 織 を通 じて 最新 の非 合 法 出版 物 も購 入 す るよ うに な り,
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同年 の末 に は蔵 書 数 が1000冊 に も達 す る勢 い だ った。 当 然 の成 り行 きと して,「 例 会」

と称 す る非 合 法 の 会合 が活 動 の 中心 とな って い った。 これ は読 後 感 を 「自 由 に」 語 り

合 い,討 論 す るの が 目的 だ った が,や が て講 読 に も力 が 注 が れ る よ う に な り,ダ ー ウ

ィ ン,バ クス レー,コ ン ト,ス ペ ンサ ー な どを 読 む0方 で,学 校 で は教 え な い ポ ー ラ

ン ドの歴 史,特 に蜂 起 の歴 史 を熱 心 に播 い た[GARLIcKI 1979:18-19;HUMPHREY

l936:32;PoB6G-MALINowsKI l 935:45-49;REDDAWAY l939:13]。

 ニ ュ0ヨ ー クの ユ ゼ フ ・ピ ウス ツキ研 究 所 に プ ロニ ス ワ フの 日記 が保 存 され て い る。

これ は1882年1月 か ら1885年9月 まで 彼 が 折 り にふ れ て書 き綴 っ た もの で,大 変 に貴

重 な資 料 であ る。 同研究 所 の好 意 で そ の マ イ ク ロ ・フ ィル ム が東 京 大 学 の 吉上 昭三 氏

の許 に届 け られ て い るが,残 念 な が ら筆 者 はま だ 閲 読 の機 会 に恵 まれ て いな い 。幸 い

そ の一 部 は イ ェ ン ジェ イ ェヴ ィチ編 『ユ ゼ フ ・ピウス ッキ年 譜』 に収 録 され て い る の

で,こ こか ら適 宜 転 載 させ て い た だ く事 にす る。

 「1883年12月4日(日)"わ れわ れ は リ トワニ ア と ジュ ム ー チ にお け る1863年 蜂 起

の歴 史 を 朗 読 した"」[JpRzEJEwIcz l977:30]。

 これ は間違 い な くスプ ーイ ニ ャの 「例 会 」 の 記録 で あ る。 ジ ュ ム ー チ とは リ トワニ

ア の一 地 方 で,ピ ウス ツ キ家 も ビル レヴ ィチ家 も こ こに 由来 す る事 か ら,「 例 会 」 の

主 宰 者 は プ ロニ ス ワフだ った の で はな か ろ うか 。

 それ は さて お き,プ ロニ ス ワ フは終始 ス プ ー イニ ャの 中心 メ ンバ ーで あ り続 け,特

に会 員 数 が40名 に達 した最 盛 期 に は組 織者 と して の手 腕 を遺 憾 な く発 揮 した。 プ ロニ

ス ワ フの 友人 で あ る作家 シ ェ ロ シェ フス キ によ る と,「 こ の分 野 で は 彼 の 方 が弟 の ユ

ゼ フよ り優 れ て お り,ユ ゼ フ は 彼 に 従 って い た」[SIERoszEwsKI l921:X]と 評

価 され て い る。 因 み に ス プ ー イ ニ ャ は,ヴ ィ リニ ュ ス の み な らず リ トワニ ア全 体 を

見 渡 して も,最 も 早 く に 始 め られ た青 年 の 自主教 育運 動 の0つ で あ った[POB6G-

MALINowsKI l935:45]。   '

 これ もス プ ー イ ニ ャの活 動 の 成 果 で は あ るが,未 熟 な が らも 自 らの ア イ デ ンテ ィテ

ィを 問 い質 した事 を 第二 に挙 げ て お きた い 。

 社 会主 義 は ロ シァ語 の衣 を ま と って東 よ り,ペ テル ブル グか らヴ ィ リニ ュスへ や っ

て きた[PoB6G-MALINOWSKI l935:76]。 プ ロニ ス ワ フの 表 現 を借 りる な ら,「 わ

れ わ れ の サ ー クル で も,新 しい生 活 の偉 大 な る倫 理 的 基 盤 と して の社 会 主 義 と愛 国 心

を め ぐ る議 論 が始 ま る」[SIEROSZEWSKI l921:XI]の で あ る。 議 論 は 沸騰 し,堂

々巡 りを重 ね る 中で,薮 蛇 の よ う に,大 変 な 問題 をつ つ き出 して しま った。 それ が,

自 分 た ち は何 者 で あ るか とい う,ア イ デ ンテ ィテ ィの 問 題 だ った の で あ る。 とい うの
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も,ス プ ー イニ ャの 同志 た ち は,ポ ー ラ ン ド語 を母 語 と しポー ラ ン ド文 化 を体 現 す る

と い う 自意 識 を共 有 して い た が,彼 らの多 くは ま た 同時 に,ピ ウス ツ キ兄 弟 同 様 に リ

トワ ニ アの 血 筋 も引 い て い たか らであ る。 激 論 の 末,「 わ れ らは"リ トワ ニ アの ポ ー

ラ ン ド人"で あ り,わ れ らの 任 務 は,こ の 国 に お い てわ れ らが 後見 者 た るべ き他 の

"よ り弱 い"諸 民 族 に対 し危 害 や圧 迫 を加 え る事 な く
,ポ ー ラ ン ド文 化(polsko§6)を

維 持 す る こ とに あ る。」 とい う決 議 が 採択 さ れ た,と プ ロニ ス ワ フ は シ ェ ロ シ ェ フス

キ に語 って い る[SIERoszEwsKI l921:XII]。 激 論 の 内容 は遺 憾 な が ら伝 え られ て

い な い。 これ が唯 一 の あ りうべ き帰 結 と も思 え ず,こ の 他 に ど の よ うな 異 論 が 出た の

か も知 りた い と ころ だ が,プ ロニ ス ワ フの個 人 的 発 言 も含 め て,定 か で は な い。 プ ロ

ニス ワ フ と して は,凡 そ30年 後 に 流 浪 の 身 で この 同 じ難 問 に直 面 す る事 とな るの で あ

る。

 第 三 には,ピ ウス ツ キ兄 弟 が 自 らの リ トワニ ア意 識 を 行動 で示 した 事 実 を挙 げ ね ば

な るま い。 当時 の リ トワニ アに は,ま だ リ トワ ニ ア語 で生 活 して い る リ トワニ ア人 が

大 勢 い た。 地 方 の 農 村 で は ポ ー ラ ン ド化 した地 主 ・士族 層 に対 して,い ま だ多 数 派 を

形 成 して お り,首 都 の ヴ ィ リニ ュ ス で す ら職 人層 の多 数 は この よ うな リ トワニ ア人 で

あ った。 兄 弟 はヴ ィ リニ ュス の職 人 た ち を密 か に 集 め て,ポ ー ラ ン ド語 の読 み 書 きを

教 え た ので あ る。 「それ が 当 時 の ヴ ィ リニ ュ ス で は既 に とて も危 険 な こ とで あ り,"ロ

シア国 家 の 安 寧 を 脅 か す"犯 罪 と して シベ リア 流刑 に処 せ られ る」 に もか か わ らず,

であ る[SIERoszEwsKI l 921:XI-XII]。 兄 弟 の こ の行動 を,労 働 者 と の連 帯 を 求

め る戦 術 と評価 す る む きも あ る[HUMPHREY l936:32-33]け れ ど も,同 意 で きな

い。 も しそ うだ とす る と,プ レハ ー ノ ブの 「労働 解 放 団 」 とほ ぼ 同時 期 に ヴ ィ リニ ュ

スで も同一 の戦 術 が選 択 され た 事 にな るが,兄 弟 は リ トワニ ア人 の労 働 者 に対 して の

み 働 きか け を行 った の で あ り,ユ ダ ヤ 人,白 ロ シア人,タ タ ール 人 は対 象 外 だ った か

らで あ る。 これ は無 論 人 道 的 立 場 か らな され た もの だ が,そ れ に加 え て,対 象 の選 択

にお い て は兄 弟 の身 内意 識 が 強 く作 用 した もの と思 わ れ る。 そ の証 拠 に,プ ロニ ス ワ

フは これ を契 機 に 「リ トワニ ァ語 を熱 心 に学 び 始 め る」[SIERoszEwsKI I921:XII]

の で あ った。

 プ ロニ ス ワ フの 青 春 時 代 を この よ うに政 治 活 動,正 し くは反 体 制 運動 一 色 で塗 り潰

す こ とは,無 論 で きな い。 彼 に は 彼 な りの夢 と希 望 と挫 折 と,そ して恋 が あ った筈 で

あ る。 彼 が 四 半 世 紀 後 に再 び ヨー ロ ッパ へ 戻 った 時,既 に人 妻 とな って い た幼 馴 染 み

の マ リア と再 会 し,結 婚 す る こと に な る[安 井 1971:31,38]が,そ の 出会 い と恋

語 らいの 場 所 は,こ こヴ ィ リニ ュ ス で あ った筈 で あ る。
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 彼 の 日記 に は,さ らに無 邪 気 な一面 も認 め られ る。

 「1882年2月27日(土) (前 略)月 曜 日は皇 帝 の 一 回 忌,火 曜 日 は今 の皇 帝 の即 位

式 の 日だか ら,10時 に教 会 に来 る よ うに,と カル ピ ンス キ訓 辞。」

 「1882年3月1日(月)今 日は ギ ム ナ ジ ウ ムに行 った が,教 会 は さぼ る。12時 ま

で ジ ュー ク とチ ェス を して,一 寸,授 業 に 出 る」[JpRzEJEwIcz l977:22]。

 「1883年5月15日(日)皇 帝 ア レクサ ン ドル3世 の戴 冠 式 。 街 中 に祝 砲,教 会 の

鐘 。"窓 辺 に2本 ず つ ロ ー ソ クを と も し,絶 や さな い よ う注 意 す べ し,と の こ と"」

 「1883年5月16日(日)僕 た ち は皆,ス パ ス カ ヤ教 会 へ 追 い込 ま れ た。 生 徒 全 員

が列 席 した」[J恩DRzEJEwIcz l977:26]。

 少 々解 説 を加 え よ う。 最 初 の 記事 は,ギ ム ナ ジ ウム の校 長 カル ピ ンス キ の訓 辞 を メ

モ した もの で,一 回忌 を迎 え るの は,1881年3月1日(露 暦)に 「人 民 の意 思 」 党 に

よ って暗殺 され た ア レク サ ン ドル2世 で,今 の皇 帝 とは そ の息 子 ア レクサ ン ドル3世

の ことで あ る。 ア レク サ ン ドル3世 は,父 の喪 に1年 間服 した後 即 位 し,さ らに そ の

1年 後 に漸 く戴 冠 の儀 に及 ん だ次 第 で,最 後 の記事 か らは戴 冠 式 の 祝典 ミサへ 無 理 矢

理 列 席 させ られ た悔 しさ が窺 え る。 さす がの ピウス ツ キ兄弟 も,こ れ だ け は エ ス ケ ー

プ 出来 な か った もの と みえ る。

 と ころ で ・ 当時 の 兄 弟 は知 るよ しもな か った 事 だ が,4年 後 には兄 弟 と も,他 な ら

ぬ ア レクサ ン ドル3世 に対 す る暗 殺 未 遂 事 件 に巻 き込 ま れ て逮 捕 され,兄 はサ ハ リ ン
,

弟 はバ イカ ル湖 の北 方 に あ る キ レ ンス クへ 流 刑 とな り,か て て加 え て,プ ロニ ス ワ フ

は ア レクサ ン ドル3世 の死 去 に さい して 発 せ られ た恩 赦 令 に よ って 減刑 され る と い う

具 合 い に ・ この ロ シア皇 帝 とは浅 か らぬ 縁 で 結 ば れ て い た の であ る。 その 上,暗 殺 未

遂 事 件 の遠 因 が,後 に述 べ るよ うに,ア レクサ ン ドル2世 の 暗殺 に求 め られ る とす る

と,日 記 に記 され た ・ 同 帝 の一 回忌 の 日の 兄 弟 の行 動 は,余 り に も無 邪 気 に過 ぎ る と

言 わ ざ るを得 な い。

 1883年 か ら1884年 に か け て,プ ロニ ス ワ フは個 人 的 にか な り こた えた2件 の 出来 事

に耐 え ね ば な らな か った 。 恐 ら く,こ れ は 彼 の人 生 で 最 初 の 挫折 と言 って よ い だ ろ う。

 1883年6月10日,年 度 末 試験 の 結 果 が 判 明 し,ユ ゼ フ は7年 へ 進 級 した の に,プ ロ

ニ ス ワフ は落 第 で あ った。 同 日 の 日記 に は 「今 日は落 第 の 事 が脳 裏 を 去 らず
,0日 中

気 が晴 れ なか った 。 考 え事 を しなが ら歩 き回 り,殆 ど何 も食 べ なか った 。 い ろ ん な 計

画 を練 って はみ るの だ が,ど れ も これ も気 を重 くさせ る ばか りで,す っか り滅 入 って

しま った。」[海DRzEJEwlcz l977:27]と 記 され て い る。 いつ もな ら,6年 の現 級

に留 め られ て傷 心 の プ ロニ ス ワ フを優 しく慰 め て くれ る筈 の母 マ リア も,折 悪 し く重
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病 で 臥せ って いた。

 母 の容 体 は悪化 す るば か りで,11月5日,ワ ル シ ャ ワか ら招 い た コ シ ンス キ博 士 執

刀 の手 術 も 甲斐 な く[JpRzEJEwIcz 1977:29],遂 に 翌1884年9月1日,マ リア ・

ピ ウス ッ カは42年 の 生 涯 を閉 じる。遺 骸 は,母 の 母 方 の ミハ ウォ フ ス キ家 の墓 地 に葬

られ た。

 「母 の死 は ピ ウス ッ キ家 に と って大 きな痛 手 だ った 。 プ ロニ シ(プ ロニ ス ワ フ の愛

称)の 日記 は1884年8月5日 か ら12月27日 まで 空 白 で あ る」[J昇DRzEJEwIcz l977:

31]。 プ ロニ ス ワ フ の受 けた打 撃 もそ れ程 大 きか った の で あ ろ う。

 母 の重 病 に もかか わ らず,こ の年 の学 業 は順 調 で,プ ロニ ス ワ フ は無 事7年 へ,ユ

ゼ フ は8年(最 終 学 年)へ 進 級 す る[J昇DRzEJEwlcz l 977:31]。 近所 に 住 む 伯母

の ス テ フ ァニ ア ・リプ マ ヌヴ ナ が亡 き母 に代 わ って家 事 を取 り仕 切 る も,代 役 は 所詮

代 役 で あ る。 父 ユ ゼ フは,賃 貸 に 出 した領 地 の 経 営 に忙 殺 され て家 を 明 けが ちで,そ

の う ち に次 姉 の ゾ ー フ ィァ が母 の主 治 医 カデ ナ ーツ ィ博 士 に嫁 ぐと,ピ ウス ツ キ家 は

解 体 を始 め る[SIEROSZEWSKI l921:XII]。

 1885年6月,プ ロニ ス ワ フは ギ ム ナ ジ ウム の7年 を修 了 した 。 丁度 その 頃,学 校 当

局 が ス プ ー イ ニ ャの 存在 を 嗅 ぎ付 け[SIERoszEwsKI l 921:XII],こ の た め プ ロニ

ス ワ フは放 校 処 分 を 受 け る[ARMoN l981:305-306]。 ピ ウス ツキ家 で は,や むな

く 「プ ロニ シを ペ テ ル ブ ル グへ 遣 り,そ こで ギ ム ナ ジ ウ ムの卒 業 試 験 に挑 戦 させ る事

にな った」[J即RzEJEwIcz 1977:32]の で あ る。 彼 は9.月 に ヴ ィ リニ ュス を離 れ,

ペ テ ル ブル グで は ひ とまず 親 戚 の 家 に 落 ち着 い た[ibidem]。

 一 方,弟 の ユ ゼ フは卒 業 試 験 に も合 格 して,め でた くギ ム ナ ジ ゥムを 卒業,同 年秋

には,ハ リコ フ大 学 医 学 部 入 学 の た め 騎馬 でハ リコフへ 向 け て旅 立 った[JPRZEJE-

wlcz l977:32-35]。 これ ま で は何 をす る に も一 緒 だ った年 子 の 兄 弟 が,か くて独

り立 ち し,ロ シア帝 国 の北 と南 へ別 れ て行 った の であ る。 兄18歳,弟 は17歳 だ っ た。

ii.東 へ

ii-1,ペ テ ル ブル グ にて

 ピ ョー トル大 帝 の 建 設 した この北 の都 に,プ ロニ ス ワフ ・ピ ウス ツキ は1885年9月

か ら約1年10か 月 ほ ど生 活 した。 しか し極 めて 遺憾 な が ら,こ の 間 の彼 の動 静 は,皇

帝 暗 殺 未 遂事 件 絡 み の 情 報 を別 にす れ ば,全 くと言 って よ い ほ ど知 られ て いな い の で

あ る。 た だ 当初 の1年 間 は,か な り真 剣 に卒業 試 験 と取 り組 ん だ 事 が推 測 され る。 な

ぜ な らば,彼 は卒 業 試験 に 見事 合 格 して,1886年9月 に は念 願 の ペ テル ブル グ大 学 法
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学 部 へ 入 学 を 果 た して い るか らで あ る。 シェ ロ シ ェ フス キ に よ る と,「 彼 は仏,独 両

語 に優 れ,ま た露 語 に堪 能 で あ り,白 ロ シア語 を上 手 に,そ して リ トワニ ァ語 は少 し

話 した。 概 して言 え ば,語 学 の 才 に恵 ま れ て い た。 彼 は熱 意 を も って学 業 に取 り組 ん

だ 」[SIEROSZEWSKI 1921:XII]。

 とこ ろで,当 時 ペ テル ブル グ で勉 学 中 の 大 学生 は 出身 地 別 に郷友 会 を組 織 して い

た 。80年 代 前半 に 「人 民 の 意思 」 党 の指 導 で盛 り上 が った 学生 運 動 も,政 府 の 大 弾 圧

に よ って 鎮 静化 され,郷 友会 の み が細 々 と相 互 扶 助 的 活 動 を 実践 して い た ので あ る。

当 時 のペ テル ブ ル グ に は20ぐ ら いの郷 友 会組 織 が存 在 した が,そ の加 入 が発覚 す れ ば

退 学 処 分 さえ 受 け か ね な い秘 密 サ ー クル で あ った[佐 々木 i977:123]。

 ヴ ィル ノ郷友 会 の指 導者 は,ユ ゼ フ ・ウカ シ ェヴ ィチ と い う地 質 学 専 攻 の ペ テル ブ

ル グ大 学 生 だ った。 と こ ろが,ウ カ シェヴ ィチ は ヴ ィ リニ ュス の ギ ム ナ ジ ウムで プ ロ

ニ ス ワフの2年 先 輩 で あ った か ら[POBﾓG-MALINowsKI 1934:25;1935:90],両

者 は 中学 時 代 か ら面 識 が あ った筈 で,上 京 した プ ロニ ス ワ フが相 談 に行 く相 手 と して

は,ま ず 筆 頭 に挙 げ られ るべ き人 物 で あ る。 彼 は ま た ポ ー ラ ン ド人 学 生 全 体 の リーダ

ー格 で,ワ ル シ ャワ で有 罪 判 決 を受 けた 「プ ロ レタ リア0ト 」党 員 の救 援 資 金 調 達 の

た め に 「音 楽 とダ ンス の夕 べ」 を 開催 した り,同 時 に互 助 会 の出 納係 り も勤 め て いた

[POB OG-MALINOWSKI l 934:25;1935:90-91]か ら,受 験勉 強 中 の貧 乏 生 徒 プ ロ

ニ ス ワ フ に と って は頼 も しい先 輩 だ った ろ う。 ひ ょ っとす る と,「 音楽 とダ ンスの 夕

べ 」 には プ ロニ ス ワ フが 参加 して い たの で は あ る ま いか 。

 ユ886年 の 初秋,大 学 で は年度 が 改 ま って 多数 の新 入 生(そ の う ちに プ ロニス ワフ も

い た)を 迎 え て ほ ど な く,学 生 運動 に2つ の 画期 的 な動 きが 見 られ た 。一 つ は,ネ ヴ

ァ河 の対 岸 の ワ シー リー島(こ こに は ペ テル ブ ル グ大 学 が あ り,そ れ故 最 も多 くの 学

生 が居 住 して い た)に 「学生 傘 堂」 が開 設 され た事 で あ る。 学生 た ちに は大 好 評 で,

連 日数 百 入 が こ こで昼 食 を と り,自 由 に交 流 し,忌 揮 な く意 見 を 交 換 す る事 が 出来 る

よ うにな った 。 多 くの貧 しい学 生 には無 料 で 食 事 が提 供 され た。 こ う して,忽 ち の う

ち に学 生 の 溜 り場 が生 まれ た の で あ る。 これ らす べ て の音 頭 取 りを した の が,ハ リコ

フ大 学 か ら転 学 して きた ペ テル ブル グ大 学生 の ピ ョー トル ・シ ェヴ ィ リョ フと ウカ シ

ェヴ ィチ と の 両 名 で あ った[POBﾓG・MALINOWSKI 1934:26;1935:91;佐 々木

1977:123]。

 今 一 つ は,や は り上 記 の 両 名 を 中心 と して進 め られ た郷 友 会連 合 の結 成 で あ る。 各

郷 友 会 はそ れ ま で 図書 の相互 貸 借 程 度 の 交 流 しか行 っ て いな か った の を,2月19日 の

「農 奴 解放25周 年 記 念 日」 に久 々に成 功 した墓 参 デ モ を契機 に,統 合 の気 運 が 生 まれ,
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この ほ ど正 式 に発 足 の 運 び とな った もの で あ る。 連合 傘 下 の郷 友 会 は13～14ぐ らいだ

った と言 われ るが,こ こで は,ド ン,ク バ ン地 方 の コサ ック郷 友 会 代 表 と して オ レス

ト ・ゴ ヴ ォル ー ヒン,そ して シム ビル ス ク県,ヴ ォル ガ 流域 の郷 友 会 を代 表 して ア レ

クサ ン ドル ・ウ リヤ ノ ブ(レ ー ニ ンの 兄)が 連 合 評 議会 の メ ンバ ーだ った 事実 を記 す

に と どめ よ う[佐 々木 1977:122-123;POBﾓG-MALINOWSKI 1934:26;1935:

91-92)。

 郷 友 会連 合 は 「力 試 し」 と して,1886年11月7日 の 作家 ドブ ロ リュー ボ ブの25回 忌

を期 して墓 参 デ モを 企 画 し,敢 行 した 。今 回 は,2月19日 の 時 と は違 って,墓 の あ る

ヴ ォル コヴ ォ墓 地 が警 官 隊 によ って包 囲 され,代 表 の 献 花 の み が許 され た 後,解 散 が

命 じ られ た た め,デ モ 隊 は結 局 ネ フス キ ー大 通 りで機 動隊 と衝 突 し,40名 と も150名 と

も伝 え られ る逮 捕 者 が 出た 。 逮 捕者 は その 後 ペテ ル ブル グか ら追 放 さ れ た[POBﾓG-

MALINOWSKI 1934:27;1935:92;佐 々木 1977:122,124]。 大 量 の逮 捕 者 に も

かか わ らず 主催 者 は,こ の1500名 もの 参 加者 を集 めた 大 デ モ を成 功 とみ な した よ うで

あ る。 何 よ り もま ず は,学 生 の力 の結 集 と示 威 が実 現 した こ と,参 加 者 の 多 くが 警

官 の 横 暴 とデ モ側 の 戦 術 の 欠如 を 実 感 した こ とが多 とされ,次 い で はか な り短 絡 し

て,力 に は力 を,即 ち テ ロル の 問題 が 「組織 的 テ ロル 」 の 形 で提 起 され たの で あ る

[POB OG-MALINOWSKI 1934:27-28;1935:93-94;佐 々木 1977:136-137]。

 郷 友 会 連 合 の主 唱者 だ った ウカ シェ ヴ ィ チ と シ ェヴ ィ リ ョフは連 合 を は なか ら革 命

組 織 と位 置付 け,そ の後 に展 開 した様 々な 活 動 は,学 生 の 間 に 革命 的情 況 を 醸 成 す る

事 もさ る こ とな が ら,む しろ そ こか ら革 命 の戦 士,「 最 も責 任 感 が 強 く,"寸 毫 の迷 い

な く"革 命 の 大 義 へ奉 仕 す る用 意 あ る 分子 」[POBﾓG-MALINOWSKI 1934:26;1935:

92]を 捕捉 す る事 を 目的 と して い た。 後 述 の よ うに,わ が プ ロニ ス ワ フ も結 果 的 に は

ウカ シ ェヴ ィチ に よ って 「捕 捉 」 され た事 が明 らか だ が,そ れ が何 時,如 何 に してな

され た か は,必 ず しも明 らかで な い 。 た だ し,少 な く と も1886年 の 秋以 降,即 ち法 学

部1年 生 と な った プ ロニ ス ワフは,も ろ に上 記 の動 きの渦 中 に いた 訳 で,「 学生 食 堂 」

で は単 な る利 用 者 で あ るば か りで な く,そ の運 営 に協 力 した可 能 性 す ら充 分 に考 え ら

れ,さ らに言 え ば,入 学早 々 に組 識 され た 「ドブ ロ リュ ー ボ ブ ・デ モ」 に は,そ の後

の彼 の行 動 様 式 か ら察 す るに,参 加 しな か った筈 は な い と断 言 で き る。 しか し,こ れ

らは あ くま で も蓋 然 性 で あ って,実 の と ころ は残 念 な が らよ く判 らな い の で あ る。

 ペ テ ル ブ ル グ に お け る プ ロニ ス ワ フの所 在 が紛 う方 な き事 実 と して確 認 で き るの は,

彼 が1887年3月14日,下 宿 先 で 逮 捕 され た時 で あ る[強DRzEJEwlcz 1977:38]。

大 変 に皮 肉 な事 で あ る が,こ れ 以 降 の プ ロニ ス ワ フは権 力 の厳 重 な監 視 下 に入 った た
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め,尋 問,裁 判 な ど を通 じて そ れ以 前 の動 静 もち らほ ら と明 るみ に出 さ れ る と と もに,

彼 の 肉 声 ら しき もの も聞 こえ て来 るよ うに な る の で あ る。 そ れ に して も,何 故 に 彼 は

逮 捕 され ね ば な らなか った の だ ろ うか 。

 話 は数 か月 前 に遡 るが,前 記 の ウカ シ ェヴ ィチ と シェ ヴ ィ リ ョフは,権 力 と直 接対

峙 す るた め に テ ロ リス ト組織 を結 成 した 。 これ が何 時 正 式 に発 足 した か は,必 ず しも

明 らか で な い けれ ど も,ウ カ シェヴ ィチ の 回想 に よ る と,両 名 は1886年 の10月 末 か11

月 初 め に友 人 の ド ミー ト リー ・ズ ヴ ェ リェ フへ 参 加 を 呼 び か け た とこ ろ,後 者 は 自分

の 代 わ り に 信 頼 の お け る 友 人 の ワ シー リー ・オ シパ ー ノ ブを 推 薦 して きた[」LUKA-

szEwlcz l981:32]と あ るか ら,遅 くと も 「ドブ ロ リュ ー ボ ブ ・デ モ」 の準 備 段 階

に は既 に オル グが 進行 中 で あ った と考 えて よ い。 この テ ロ リス ト組 織 は 後 に 「人 民 の

意 思 党 テ ロ リス ト ・フ ラ ク シ ョ ン」 と正 式 に 名乗 る よ う にな るが,実 の と ころ弾 圧 の

結 果 消滅 して いた 「人民 の意 思 」 党 とは組 織 的 に も人 脈 的 に も何 ら関 わ りな く,理 論

面 で は折 衷 主 義,実 践 面 で は 「入 民 の意 思 」 党 の エ ピゴー ネ ンで あ る,と 言 う トロツ

キ ー の厳 しい極 め付 け が恐 ら くは正 鵠 を得 て い るだ ろ う。幸 い に も,こ の テ ロ リス ト

組 織 とそ の活 動 に関 して は埼 玉 大学 の佐 々木 照 央 氏 が 詳細 か つ 明快 な 論 文 「ア レクサ

ン ドル ・ウ リヤ0ノ ブと 「人 民 の意 思 」 党 テ ロ フ ラ ク シ ョ ン」 を発 表 して お られ るの

で,特 に その 思想 史 的,社 会 ・政 治 運動 的評 価 につ い て は 同論 文[佐 々木 1977]

を参 照 され た い。

 ウカ シ ェヴ ィチ,シ ェ ヴ ィ リ ョフ らの 掲 げ る 「組織 的 テ ロル 」 の 第1の 標 的 と され

た の が,皇 帝 ア レ クサ ン ドル3世 で あ る。 皇 帝 暗 殺 計 画 は1886年 の 暮 れ か ら1887年1

月 中旬 にか け て練 り上 げ られ た[PoB6G-MALINOWSKI 1934:28-29;1935:94ユ 。

彼 らは直 ちに分 業 体 制 を 敷 き,実 行 部 隊 の 組織 化 を シ ェヴ ィ リ ョフ,そ して爆 弾 製 造

と資 金 調 達 は ウカ シェヴ ィチ が 指揮 す る事 に な った[POBﾓG-MALINOWSKI 1934:

26;1935:91]。 既 述 の よ うに,ウ カ シ ェヴ ィチ はヴ ィ リニ ュス の 出身 だ か ら,彼 の

オル グの触 手 は 当然 の 成 り行 き と して ヴ ィ リニ ュス の 出身 者 並 び に在 住 者 へ も伸 ば さ

れ,か くして ピ ウス ツ キ兄弟 も 「捕 捉」 され る と ころ とな った の で あ る。 以 下 で は・

プ ロニ ス ワ フに照 準 を 合 わ せ つ つ,「 事 件 」 の 経 過 を 追 う こ とに した い。

 ..年1月 の半 ば,私 用 で上 京 して きた ヴ ィ リニ ュ スの 革 命 組織 の指 導者 ア ン トニ

・グ ナ トフス キ に ペ テル ブル グ の テ ロ リス トた ち(そ の 中 に ウカ シ ェヴ ィ チの いた事

は確 実 で,さ らに言 え ば,彼 は 自分 か ら ウカ シ ェヴ ィチを 訪 ね た の で は な いか と思 わ

れ る一 筆 者 注)が 接触 す る。 皇 帝暗 殺 計 画 を打 ち 明 け られ た グ ナ トフス キは,協 力

を約 して ヴ ィ リニ ュス へ 戻 った。 その際 に 引 き受 け た初 仕 事 が,当 時 の帝 都 で は 既 に
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入手 が困 難 とな って い た劇 薬 ス ト リキニ ー ネ とア トロ ピ ンの大 量 調 達 で あ った。 グ ナ

トフス キ は同志 の イ ザ ー ク ・デ ンボ と相 談 して,た ま た ま ク リス マ ス休 暇 で帰 省 中 の

プ ロニ ス ワ フ ・ピ ウス ッキ に 白羽 の矢 を 当 て る。 プ ロニ ス ワ フは,「 恐 ら く暗 殺 計 画

に つ い て は何 も知 らさ れ な い ま ま」 そ れ を 引 き受 け,実 行 した。 薬 品 の 入手 を知 っ た

グ ナ トフ ス キは,(予 定 の 行 動 だ った と思 わ れ るが  筆 者 注)ペ テル ブル グ へ の 運

搬 を も改 めて プ ロニ ス ワ フに依 頼 した 。 プ ロニ ス ワ フは た め らい を覚 え な が ら,遂 に

そ れ も引 き受 けて しま った。 しか し幸 いな 事 に は,次 に述 べ るよ うな経 緯 の た め に プ

ロニ ス ワ フ は この責 を免 れ る事 が で きた の で あ る[POBﾓG-MALINOWSKI l934:29;

1935:95]。

 一 方 ペ テル ブル グで は,ダ イ ナ マ イ トの原 料 で あ る硝 酸 の製 造 が 間 に合 わ ず,こ れ

ま た グ ナ トフス キ の助 力 を仰 ぐ事 に決 した 。 ウカ シェヴ ィチ は,ヴ ィ リニ ュス で ペ テ

ル ブ ル グ か らの使 節 を安 全 に受 け入 れ て くれ る人 物 の照 会 が シ ェヴ ィ リ ョフか ら届 く

や,直 ち に プ ロニ ス ワ フの 名前 を告 げ た もの の,住 所 を 知 らな い た め,そ れ を プ ロニ

ス ワ フの学 友 コ ンス タ ンテ ィ ・ハ モ レッ キに 問 い合 わ せ る必 要 が あ った 。 か く して,

使 節 に指 名 され た ペ テ ル ブ ル グ大 学 生,ミ ハ イル ・カ ンチ ェル は2月12日,ウ カ シェ

ヴ ィチ とハ モ レッ キか らの2通 の紹 介 状 を 携 え,硝 酸,ピ ス トル2丁,1.5オ ンス の

ス トリキニ ー ネ,そ して100ル ー ブル の カ ンパ を ヴ ィ リニ ュス で調 達 せ よ との 密命 を

帯 び て,ピ ウス ツ キ家 の 扉 を 叩 いた の で あ る[J喜DRzEJEwIcz l977:38;」LuKA-

szEwIcz 1977:36;POBﾓG-MALINOWSKI 1934:29-30;1935:96]。

 ウク ライ ナ入 学 生 の カ ンチ ェル は ま だ暗 殺 計 画 を知 らされ て お らず[2LUKASZEWICZ

l977:36],ま た プ ロ ニ ス ワ フ と は大 学 内で 軽 い面 識 もあ った か ら,ピ ウス ツ キ兄弟

の 案 内 で市 内観 光 も楽 しん だ よ うで あ る。 その 途 中 で兄 弟 は デ ンボ と連 絡 を と り,デ

ンボの 手 引 きに よ りカ ンチ ェル は路 上 で グ ナ トフス キ と会 い,ペ テル ブ ル グの 要 請 を

伝 え る事 が で きた 。 グ ナ トフス キ は直 ちに ピス トル の調 達 を プ ロニ ス ワ フに依 頼 した

が,不 首 尾 に終 わ った た め,プ ロ ニス ワ フは カ ンパ の費 用 の うち40ル ーブル を ポケ ッ

ト ・マ ネ ーで立 て替 え て埋 め 合 わ せ を した のだ った 。夜 に な る と カ ンチ ェル は伯 母 の

ス テ フ ァニ ア ・ リプ マ ヌ ヴ ナの 家 に案 内 され,兄 弟 と も泊 り込 み で何 くれ とな く彼 の

面倒 を見 た[PoB6G-MALINowsKI l934:30;1935:96]。

 翌2月13日 早朝,プ ロニ ス ワ フ は カ ンチ ェル の 世 話 を弟 の ユ ゼ フ に託 して,ペ テル

ブル グへ 出発 した 。 ユ ゼ フは兄 の言 い付 け通 り,街 の地 理 に不 案 内 な カ ンチ ェル のガ

イ ドを買 って 出 て,グ ナ トフ ス キ,デ ンボ との再 度 の会 談 の お膳 立 て も した。 そ の際

グナ トフス キに紹 介 さ れ た薬 剤 師,テ ィ トゥス ・パ シsコ フス キを通 じて,カ ンチ ェ
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ル は必 要 とす るすべ て の化 学薬 品 の み な らず,ピ ス トル ま で も入 手 が叶 い,使 節 の 面

目を施 す 事 が で きた の で あ る。 彼 は2月15日,2箱 に納 め た 化 学薬 品 と ピス トル を 携

え て ペ テル ブル グへ帰 着,駅 頭 に 出迎 え た ア レ クサ ン ドル ・ウ リヤ ノ ブに手 渡 した 。

しか し後 に判 明 した と ころ に よ る と,薬 品 の う ち硝 酸 は品 質 が 悪 す ぎ て使 い もの にな

らず,ま た劇 薬 も量 が少 なす ぎ た と言 わ れ る。 カ ンチ ェル は また,150ル ー ブル の カ

ンパ を プ ロニ ス ワ フ ・ピ ウス ツ キ 経 由 で 届 け る と言 うヴ ィ リニ ュス の 同志 た ちの 伝

言 も託 され て いた 。 数 日後 に150ル ー ブル が到 着 す る と,プ ロニ ス ワ フは ヴ ィ リニ ュ

スで 用 立 て た40ル ー ブル を差 引 い た残 りの110ル ーブ ル を ウカ シ ェヴ ィチ に届 けて い

る[海DRzEJEwIcz l977:38;」LuKAszEwIcz l977:37;PoB6G-MALINowsKI

1934:30-31,1935:97]。

 ヴ ィ リニ ュス の革 命 組織 の協 力 は そ の後 もさ ま ざま な形 で継 続 され るが,以 下 で は

ピ ウス ツ キ兄 弟 が直 接 に関 わ った と思 わ れ る2つ の 挿 話 に限 って 略 述 して お こ う。

 まず,ペ テ ル ブル グの テ ロ リス ト組 織 の要 人2名 の 国外 逃 亡 幕 助 が その0で あ る。

こ れ は,3月4日,別 件 で 警 察 の 執 拗 な尾 行 を受 け,逮 捕 は もはや 時 間 の 問題 とな っ

た オ レス ト・ゴ ヴ ォル ー ヒ ンと円 満裡 に戦 列 を 離脱 した ニ コ ライ ・ル デ ヴ ィチ の 両 名

が亡 命 の た め ヴ ィ リニ ュス へ逃 げ て来 た の で,彼 らの国 外脱 出 に手 を貸 した もの で あ

る。 そ の 際 ユ ゼ フ ・ピウ ス ツ キは ゴヴ ォル ー ヒ ンを 自宅 に 泊 め た だ けで な く,グ ナ

トフ ス キの指 示 に よ って 彼 の 出 国 を ペ テ ル ブル グ の プ ロニ ス ワ フ宛 に打 電 して もい る

[J璽DRzEJEwIcz l977:38;POBﾓG-MALINOWSKI 1934:31;1935:97]。

 そ の二 もほ ぼ 同 じ頃の 出来 事 だ が,ペ テ ル ブ ル グ の ウ カ シ ェヴ ィチ よ り,彼 が 製造

した爆 弾 の テ ス ト要 請 が あ り,爆 弾 も送 られ て来 た の で,ヴ ィ リニ ュ ス で は町 の 郊 外

で密 か に爆発 実 験 を試 み た もの で あ る。 実験 成 功 を伝 え る電報 が ペ テル ブル グへ送 ら

れ た[PO$ﾓG-MALINOWSKI l934:31;1935:97-98]。 この際 は,誰 が 打 電 した の

か定 かで な い け れ ど も,ウ カ シェヴ ィチ もグ ナ トフ ス キ も革命 家 と して の警戒 心 は充

分 に備 え て いた よ うだ か ら,こ こ もや は りユ ゼ フか らプ ロ ニス ワ フへ 送 られ た と見 る

の が順 当で あ ろ う。

 3月9日 の 夕刻,ペ テ ル プル グの テ ロ リス ト組織 は カ ンチ ェル と ピ ョー トル ・ゴル

ク ンの 同居 す る下 宿 に お いて,最 初 で 最 後 の総 会 を 開催 した。初 顔 合 わせ の者 もか な

りあ った。3月1日 に突 然,結 核 療 養 の た め ク リ ミアへ 旅 立 った シ ェヴ ィ リョフ に代

わ って,ア レクサ ン ドル ・ウ リヤ ノ ブが 主 宰 した。 総 会 で は ア レクサ ン ドル3世 暗 殺

計 画 の詳 細 が述 べ られ た あ と,爆 弾 の構 造 とそ の使 用法 が説 明 され,さ らに爆 弾 が不

発 の 際 に は皇 帝 の馬 車 に近 付 い て,至 近 距 離 か ら皇 帝 へ 向 けて ピス トル を発 射 す る と
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い う決 議iが採択 され た[POBﾓG-MALINOWSKI 1934:32;1935:99;佐 々木 1977:

126-127]。 わ が プ ロニ ス ワ フは,果 た して この 総 会 に出席 して いた の だ ろ うか 。

 総 会 の 終 了後,ウ リヤ ノ ブは実 行 部 隊 の指 揮者 で あ るオ シパ ー ノ ブに対 して 「テ ロ

リス ト・フ ラク シ ョン」 の政 治 綱 領 を 特 訓 して,逮 捕 に備 え た[PoB6G-MALINOWSKI

1934:32;1935:99-100]。

 ウ リヤ ノ ブは 引 き続 いて 「人 民 の意 思 党 テ ロ リス ト ・フ ラク シ ョン綱 領 」 の執 筆 に

と りか か った。3月11日,こ れ を搦 筆 した ウ リヤ ノ ブは,直 ち にそ の 印刷 を開 始 す る

が,結 局 ゲ ラ刷 りが仕 上 が った だ け で,遂 に完 了 には 至 らな か った 。 この際 に印刷 の

場 所 と して 自 らの下 宿 を 提 供 した の が プ ロニ ス ワ フ ・ピウス ッ キで あ るが,そ れ は ウ

カ シェ ヴ ィチ の 依 頼 に 応 え た も の で あ つた[J恩DRzEJEwlcz 1977:38;ヱuKA・

szEwIcz 1981:46;PoB6G-MALINowsKI l 934:33;1935:100]。

 総 会 の 明 くる 日の3月10日,オ シパ ー ノ ブを 指 揮 者 とす る実 行 部 隊 が皇 帝 の姿 を 求

め て ネ フス キー大 通 りへ 初 出 動 した。 一 行 は投 弾 係 の オ シパ ー ノ フ,ワ シー リー ・ゲ

不 ラロ フ,パ ホ ー ム シュ ・ア ン ドレー ユ シュ キ ンと信 号 係 の カ ンチ ェル,ゴ ル ク ン,

ス チ ェパ ン ・ヴ ォ ロホ フの6名 で,投 弾 係 は爆 弾 と ピス トル を隠 し持 って い た。 この

日は皇 帝 が イサ ー ク寺 院 へ 行 幸 す る事 に な って い た が,遂 に姿 を見 せ ず,一 行 は空 し

く引 き揚 げ ざ るを え な か った。3月12日 の第2回 出動 で も,実 行 部 隊 は待 ちぼ うけ を

喰 わ され る結 果 とな った。 翌13日(露 暦3月1日)は,1881年 に暗 殺 され た先 代 皇 帝

の6回 目の 命 日に 当 た る の で,皇 帝 の ぺ トロパ ヴ ロフス ク要 塞 詣 で は必 至 と言 う事 で,

一 同 は 決行 を誓 いあ って 解散 した の で あ る[PoB6G -MALINOWSKI 1934:32-33;

1935:94-95,100]。

 さて,3月13日 の午 前10時 頃,ネ フス キー大 通 りの ア ニチ コフ橋 付 近 を遊 文 中 の実

行 部 隊 は警 察 の 不 審尋 問 に遭 って 一網 打 尽 に逮 捕 され,か くて ア レク サ ン ドル3世 暗

殺 計画 は あ えな く未 遂 に終 わ って しま った。 逮 捕 の糸 口 とな った の は,ア ン ドレー ユ

シ ュキ ンが恋 入 の セル ジュ ー コワ に宛 て た2月27日 付 け の手 紙 で あ る
。 開 封検 閲 で,

死 地 に赴 く決 意 と皇帝 暗 殺 を 示 唆 す る内容 が轡 め られ て,ア ン ドレーユ シ ュ キ ンが割

り出 さ れ る まで にそ う時間 はか か らな か った。 以 来 彼 は要 注 意人 物 と して 警察 に マ ー

ク され て い た ので あ る。 そ の彼 が3月12日 に ネ フス キ ー大 通 りで5人 の若 者 と連 れ 立

って い る と ころが 見轡 め られ,翌 日 も同 じ顔 触 れ が ネ フス キ ー大通 りで 確 認 され た た

め身 柄 を拘 束 して 取 り調 べ を受 け る羽 目に 陥 った次 第 で あ る。警 察 は逮 捕 時 まで,皇 帝

暗殺 計 画 につ いて は全 然 情 報 を掴 ん で いな か った。0方,ア レクサ ン ドル3世 は この

日,馬 車 の手 配 に手 聞 ど って 出 発 が30分 遅 れ た[佐 々木 1977:120,127;INouE
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1985:3-4;JゆRzEJEwlGz 1977:38;POBﾓ G-MALINO WSKI 1934:33;1935:

100-101]。 皇 帝 が定 時 に出 発 して い た場 合, も しかす る と この 暗殺 計 画 は未 遂 に終

わ って いな か った か も知 れ な い。

 逮 捕 され た6名 の うち カ ンチ ェル と ゴル ク ンは,取 り調 べ に耐 え 切 れ ず,そ の 当 日

か ら自 白 を始 め る始 末 で,こ の結 果,13日 に ウ リヤノ ブ,14日 に ウカ シ ェヴ ィチ とプ

ロニ ス ワ フ,そ して19日 に はヤ ル タで シェヴ ィ リ ョフ と言 う具 合 に殆 どす べ て の 関係

者 が逮 捕 され て い った。 た だ グナ トフ ス キ とデ ンボ だ け が,国 外 脱 出 に成 功 して逮 捕

を免 れ た 。 カ ンチ ェル は さ らに,ヴ ィ リニ ュス へ 出 張 す る警 官 に同 行 して,捜 査 に協

力 を惜 しま な か った。 か く して ユ ゼ フ も ヴ ィ リニ ュス で22日 に逮 捕 され て,4.月1日

に は他 の仲 間 と も ど もペ テル ブル グへ 護 送 さ れ た[J即RzEJEwlcz l977:38-39;

PoB6G.MALINowsKI 1934:33-34;1935:101]。

 逮 捕者 の う ち起 訴 さ れ た15名 の被 告 は,4月27日 か ら5月1日 ま で元 老 院 に 特設 さ

れ た 法廷 で審 理 さ れ た。5月1日 の判 決 は全 員 が絞 首刑 で あ っ たが,罪 状 を認 め た者

や 嘆願 書 を 出 した者 につ いて は, ドス トエ フス キ ーの小 説 に もあ る よ う に,「 皇 帝 陛

下 の慈 悲」 に よ って罪 一 等 が 滅ぜ られ て,以 下 の よ うな量 刑 が確 定 した 。死 刑 一 ウ

リヤ ノ ブ,シ ェ ヴ ィ リ ョフ,オ シパ ーノ ブ,ア ン ド レ0ユ シュ キ ン,ゲ ネ ラ ロ フ,無 期

懲 役一 ウカ シ ェヴ ィチ,ノ ヴ ォル ー ス キ ー(爆 弾 製 造 に場所 を提 供),懲 役20年 一

アナ ニ イ ナ(爆 弾 製 造 の場所 を提 供),同15年 一 プ ロ ニス ワ フ ・ピ ウス ッ キ,同10

年 カ ンチ ェル,ゴ ル ク ン,ヴ ォ ロホ フ,パ シ ュ コフ ス キ,シ ベ リア追 放 一 シュ

ミ ドワ(爆 弾 を運 搬),禁 固2年 一 セ ル ジ ュ ー コワ(ア ン ドレー ユ シュ キ ン の恋 人)。

ウ リヤ ノ ブ以 下5名 の死 刑 囚 は,5月20日 シュ リッセル ブル グの刑 場 で絞 首 刑 が執 行

され た。 そ の他 に約50名 が行 政 的 措 置 に よ って(即 ち,法 廷手 続 きを経 な い で)シ ベ

リアへ 送 られ た 。 例 え ば,証 人 と して 喚 問 さ れ た ユ ゼ フ ・ピ ウス ツキ は,懲 役5年 の

刑 で シベ リアへ 流 され た の で あ る[佐 々木 1977:120;INouE l985:5;JゆRzE-

JEwIcz l977:39;』LuKAszEwIcz l981:78;POBﾓG-MALINOWSKI l 934:34;

1935:104]。

 プ ロニ ス ワ フの 量刑 「サハ リン島 流刑,懲 役15年 」 が 妥 当 か,そ れ と も重 す ぎ るか

は問 うま い。 そ れ は裁 判 官 の仕 事 だ か らで あ る。 しか し彼 が何 ゆ え に有 罪 とされ た か,

彼 に対 す る告 発 は何 で あ ったか は,明 らか に され ね ばな らな い。 実 を言 う と,そ れ は

既 に 明 らか と な って い るの で あ る。 と言 うの も,上 に記 した1887年 以 降 の 彼 の動 静 は,

殆 どす べ てが 取 り調 べ室 で の尋 問 記録 や 法廷 で の審 理 記録 に 由来 す るか らで あ る。 彼

に対 す る告 発 は,テ ロ リス ト組 織 の綱 領 を 印刷 す るた め に 自分 の下 宿 を 提 供 した 事,
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ペ テル ブル グ とヴ ィ リニ ュ ス の両 組 織 を結 びつ け るた め に手 を貸 した事 の2点 に尽 き

る。 いず れ も二 つ の もの を結 びつ け る フ ィ クサ ーの 役割 で あ り,こ こに こ そプ ロニ ス

ワ フの才 能 が 存 す る と言 って も過 言 で はな い。 ところ が権 力 は彼 の この才 能 の所 産 を

犯 罪 と認 定 した わ け で,彼 に と って は甚 だ不 幸 な事 で あ った。

 やや 視 点 を ず ら して,こ の 皇 帝 暗殺 未 遂事 件 と プ ロニ ス ワフ の 関 わ り合 いを 問題 に

してみ た い。 これ には客 観 的 側 面 と主 観 的側 面 があ るか ら,ま ず前 者 か ら検 討 す る。

 客 観 的 にみ るな ら,1887年1月 以 前 は テ ロ リス ト組織 と直 接 の交 渉 は なか った とみ

て よ い。2月 段 階 で す ら組 織 内で 彼 を 知 る者 は ウカ シェヴ ィチ だ け で,そ の ウカ シェ

ヴ ィチ に して か らが ヴ ィ リニ ュ ス の彼 の住 所 は知 らな か った か らで あ る。 カ ンパ に立

て替 え た40ル ー ブル を ち ゃん と 回収 す る プ ロニ ス ワ フか ら も,ホ ッ トな 関わ りが 感ぜ

られ な い。 しか る にで あ る。 大 変 な危 険 を 冒 して,自 分 の 下宿 を 印刷 場 に提 供 す る と

は,い く らウ カ シェヴ ィチ の た って の 頼 み だ った に して も,余 りに も過 激 に過 ぎま い

か 。少 な く とも,凡 人 の筆 者 に は そ う思 え るので あ る。

 主 観 的 側 面 は プ ロニ ス ワフ本 人 を して語 ら しめね ばな らな い。 幸 い プ ロニス ワ フの

法 廷 陳述 と して よ く引用 され る箇 所 が あ るの で,以 下 に そ の ま ま転 載 す る。「プ ロニ ス

ワ フ ・ピ ウス ッ キは 自 らの革 命 的見 解 を 隠 そ う と しな か った が,テ ロル に は反 対 で あ

った。 全 体 と して彼 の 役柄 は脇 役 だ った と述 べ て お り,確 か に他 の人 々の手 助 け ば し

た が,そ れ は 自分 の 優柔 不 断 と頼 まれ た らい や とは 言 え な い 性 格 に 由来 す る,と 説 明

した」[涯DRzEJEwIcz I977:39, c£PoB6G-MALINOWSKI 1934:34-35;1935:

103]。

 ま た これ は弟 のユ ゼ フの伝 え るプ ロニ ス ワ フ発 言 で あ るが,ユ ゼ フ は1893年,ロ ン

ドンで発 行 の ポ ー ラ ン ド誌 『曙 光(Przed "swit)』 へ 寄 稿 した 記 事 の 中 で次 の よ う に記

して い る。 「プ ロニ ス ワ フ は皇 帝 暗殺 事 件 へ の 自 らの参加 を誤 り とみ な して お り,同

事 件 へ 否 応 な く彼 を 引 き こん だ ロ シ ア人 の 仲 間 た ちの事 を苦 々 しげ に語 って い た。」

[POBﾓG-MALINOWSKi l935:106-107]。 ユ ゼ フ は 刑 期 を 終 え て シベ リアか ら帰 還

した直 後 に これ を執 筆 して い る。

 逮 捕 後 の ピ ウス ッ キ兄 弟 が ゆ っ くり対 話 す る機 会 は あ りえ な か った し,こ の 当時 プ

ロニ ス ワ フは ま だ サハ リ ンに い た か ら,恐 ら くは手 紙 の や りと りの 中で この対 話 は成

立 した もの と思 わ れ る。 と ころ で,法 廷 陳 述 を額 面 通 り受 け取 る事 は致 しかね る けれ

ど も,プ ロニ ス ワ フの そ れ は 上記 の彼 の発 言 と もお おむ ね 符 合 す る と ころ か ら,少 な

く と も事 件 後 に お け る彼 の主 観 的評 価 は この よ うにか な り否定 的 だ った,と み な して

よ か ろ う。
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 さて,両 側 面 を 併 せ考 え る と,プ ロニ ス ワ フは テ ロ リス ト組 織 に対 して思 想 的 には

共 鳴 す る も,そ の手 段 と行 動 を是 認 で きぬ 同伴 者,結 果 的 に は被 害者 だ った,と 言 う

の が 大勢 で あ ろ うか 。 しか しな が ら,印 刷 場提 供 な ど の事 実 は,単 に性 格 の弱 さや 決

断 力 の不 足 に起 因 す るば か りで な く,葛 藤 を抱 え つ つ主 体 的 に 「歴史 」 と関わ った 結

果 で もあ った ので はな か ろ うか。

 事 件 関係 者 と して逮 捕 され た者 はす べ て,取 り調 べ と裁 判 の進 行 中全 くの隔 離 状 態

にお か れ,薪 聞,書 籍 の 閲覧 は お ろか,面 会 も一 切 許 さ れ な か っ た。 ペ テ ル ブル グ在

住 の 従 姉妹,ビ ル レヴ ィチ ュヴ ナ の ピウス ッ キ兄弟 に対 す る度 重 な る面会 申請 は黙 殺

され た 。 ユ ゼ フの あ とを追 って上 京 した 父 親 の ユ ゼ フ も執 拗 に面 会 請求 を続 け たが,

や っ と許可 が下 りた の は判 決 の2～3日 後 で あ った 。 父親 が息 子 の独 房 に は い るや,

扉 は直 ちに閉 め て施 錠 され た。 こ う して 親 子 は 半刻 ば か り水 入 らず の対 面 が で きた の

で あ るが,父 は,そ して 息子 は,何 を語 った の だ ろ うか 。 そ の 内容 は伝 え られ て いな

い[POBOG-MALINOWSKI l935:107]◎

 父 ユ ゼ フに は その 後,ペ テ ル ブル グの 駅 頭 で 今 一度 プ ロニ ス ワ フ と眼差 しを交 わ す

機 会 が あ った。 プ ロニ ス ワ フに と って は,こ れ が 父 との最 後 の別 れ とな った。

 そ れ は プ ロニ ス ワ フの ペ テ ル ブル グ出 発 の 日の こ とで あ る。 父 は早 朝 よ り,警 官 の

非 常 線 が 張 り巡 らされ た 駅前 広 場 の一 隅 に立 ち尽 く して,護 送 馬 車 の 到来 を待 った。

や っ との こ とで 馬 車 は到 着,既 決 囚 た ち は一 人 ず つ 下車 さ せ られ,見 送 りの人 々 は こ

れ を 遠 くか ら見 守 った の で あ る。 ピ ウス ッ キ父 子 の永 遠 の訣 別 を,同 行 した ジ クム ン

ト ・ナ グ ロツ キ は次 の よ うに記 録 して い る。 「プ ロニ シは,ぐ る り と見 回 して,"私 た

ちを 認 め た"。」[ibidem]。

 プ ロニ ス ワフ は こ こで 護送 列 車 に乗 せ られ て,モ ス ク ワ経 由 で オ デ ッサ へ 移送 され

た。 彼 が オ デ ッサ に いつ 到着 した か は 明 らか で な い けれ ど も,父 親 の見送 りが可 能 だ

った 事 か ら推 して少 な くと も5月 中 に は ペ テル ブル グを 離 れ た と考 え られ,も しもモ

ス ク ワに 長期 留 め置 か れ な か った とす る と,6月 に は この 南 露 の港 町 に着 い た筈 で あ

る。 筆 者 の試 算 に よ れ ば,遅 くと も7月 の初 旬 に は[INOUE l985:6],サ ハ リン流

刑 を 宣 告 され た プ ロニ ス ワ フ と3名 の信 号 係(カ ンチ ェル,ゴ ル ク ン,ヴ ォ ロホ フ)

は ロ シ ア義 勇艦 隊 の便 船 に乗 せ られ,サ ハ リンへ 向 けて オ デ ッサ を 出発 して い る。 こ

の蒸 気 船 には,や は りサハ リ ンへ移 送 さ れ る600名 もの 刑 事 犯 が積 み こま れ て お り,

彼 らは恐 るべ き衛 生 状 態 と入 的環 境 の下 に,ス エ ズ運 河,イ ン ド洋,日 本 海 を,ひ た

す ら 「東 」 へ 向 け て航 海 を続 け るの だ った[CLARUS 1908:10;INouE lg85:6;

SIERoszEwsKI 1921:XIII]。 プ ロニ ス ワ フは時 に20歳 で あ る。
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